
六
九

東
京
大
学
史
史
料
室
彙
報

平
成
二
三
年
二
月
よ
り
平
成
二
四
年
一
月
末
ま
で
の
東

京
大
学
史
史
料
室
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
資
料
収
集
〉

○
史
料
受
贈
等
（
件
名
・
日
付
は
「
史
料
室
日
誌
抄
録
」『
東

京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

七
七
点

○
学
外
よ
り
の
受
贈
図
書
（
図
書
名
は
『
東
京
大
学
史
史

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

一
八
六
点

○
学
内
受
入
図
書
類　

二
一
七
点

○
購
入
図
書　

三
点

〈
史
料
公
開
・
調
査
活
動
〉

○
研
究
活
動

『
東
京
大
学
史
紀
要
』（
年
一
回
発
行
）

編
集
・
発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

第
二
九
号　

二
〇
一
一
年
三
月
発
行

　
　
　
　
　
　

Ｂ
５
版
一
〇
八
頁　

七
〇
〇
部
印
刷

『
加
藤
弘
之
史
料
目
録　

増
補
版
』

編
集
・
発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
九
九
頁　

三
〇
〇
部
印
刷

○
広
報
活
動

『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』（
年
二
回
発
行
）

第
四
六
号　

二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷

第
四
七
号　

二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
発
行

　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷

○
見
学

平
成
二
三
年
二
月
七
日

　

教
育
学
部
清
水
康
幸
ゼ
ミ
の
見
学

平
成
二
三
年
二
月
一
六
日

　

情
報
学
環
小
川
千
代
子
ゼ
ミ
の
見
学

平
成
二
三
年
三
月
八
日

　

情
報
学
環
小
川
千
代
子
ゼ
ミ
の
見
学

平
成
二
三
年
七
月
一
五
日

　

清
水
孝
雄
理
事
の
視
察

平
成
二
三
年
八
月
五
日

　

西
村
幸
夫
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
室
長
の
視
察

平
成
二
三
年
一
二
月
二
七
日

　

国
立
公
文
書
館
専
門
官
の
視
察

平
成
二
四
年
一
月
一
一
日

　

経
済
学
部
資
料
室
小
島
浩
之
講
師
の
視
察

平
成
二
四
年
一
月
二
三
、三
〇
日

　

総
合
図
書
館
職
員
の
見
学

○
閲
覧

　

閲
覧
者
数　

延
四
八
名
（
学
内
一
七
名
、学
外
三
一
名
）

・ 

渡
邊
洪
基
の
研
究
の
た
め
、「
渡
邊
洪
基
史
料
」を
閲
覧
。

・ 

入
試
調
査
（
合
格
発
表
）
の
た
め
、『
東
京
大
学
学
生

新
聞
』
第
一
～
一
一
巻
を
閲
覧
。

・ 

一
八
八
〇
年
代
の
高
等
中
学
と
帝
国
大
学
に
関
す
る
研

究
の
た
め
、
帝
国
大
学
関
係
資
料
及
び
中
野
実
研
究
メ

モ
を
閲
覧
。

・ 

近
代
国
文
学
成
立
史
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』

明
治
一
五
年
（
甲
・
丁
・
丙
・
戊
）、『
加
藤
弘
之
日
記
』

を
閲
覧
。

・ 『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
一
年
三
月
）
の
口
絵
と
し
て
掲
載
す
る
た
め
、

『
古
在
由
直
史
料
目
録
』、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
二
〇

年
（
一
）
を
閲
覧
。

・ 

論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
一
九
（
一
）、

彙　

報



七
〇

（
二
）、（
三
）
を
閲
覧
。

・ 
東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
の
設
立
・
廃
止

事
情
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』

明
治
一
五
～
一
九
年
、
二
一
年
、『
大
臣
准
允
』
明
治

一
六
～
二
一
年
を
閲
覧
。

・ 

調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
学
生
新
聞
』
昭
和
三
～
四

年
を
閲
覧
。

・ 

大
学
新
聞
取
材
の
た
め
、『
東
京
大
学
一
九
六
九
年
ア

ル
バ
ム
』
を
閲
覧
。

・ 

東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
の
研
究
の
た
め
、

『
文
部
省
往
復
』
明
治
一
二
年
を
閲
覧
。

・ 

研
究
の
た
め
、『
文
部
省
派
遣
海
外
留
学
生
関
係
書
類
』

明
治
一
六
年
、
一
七
・
一
八
年
を
閲
覧
。

・ 

朝
河
貫
一
に
関
す
る
資
料
調
査
の
た
め
、『
図
書
復
興

関
係
書
類
』、『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
大
正
六
～
七
年
、

『
東
京
大
学
卒
業
生
氏
名
録
』
昭
和
二
五
年
を
閲
覧
。

・ 

福
井
藩
の
教
育
に
関
す
る
調
査
の
た
め
、「
渡
邊
洪
基

史
料
」
を
閲
覧
。

・ 

東
京
帝
大
の
動
静
、
文
部
省
の
動
静
、
高
等
教
育
会
議

の
運
営
調
査
の
た
め
、「
加
藤
弘
之
史
料
」
を
閲
覧
。

・ 『
文
部
省
往
復
』
の
史
料
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
文
部

省
往
復
』
明
治
八
年
～
大
正
一
五
年
を
閲
覧
。

・ 『
加
藤
弘
之
日
記
』
中
の
高
等
教
育
会
議
に
関
す
る
事

項
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
を
閲
覧
。

・ 

獨
協
同
窓
会
の
発
表
展
示
資
料
調
査
と
し
て
、「
加
藤

弘
之
史
料
」
を
閲
覧
。

・ 『
文
部
省
往
復
』、「
加
藤
弘
之
史
料
」
の
調
査
の
た
め
、

『
文
部
省
往
復
目
録
』、『
秘
書
・
文
部
大
臣
達　

例
規

目
録
』
を
閲
覧
。

・ 

資
料
集
刊
行
準
備
の
た
め
、『
職
員
進
退
録
』、『
重
要

書
類
彙
集
』、『
諸
官
庁
往
復
』、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』、

『
私
立
法
律
学
校
往
復
及
雑
書
綴
込
』
を
閲
覧
。

・ 

調
査
の
た
め
、『
井
上
哲
次
郎
日
記
』
明
治
三
六
年
を

閲
覧
。

・ 

東
京
大
学
に
お
け
る
戦
後
学
制
改
革
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
の
た
め
、『
自
昭
和
二
二
年
一
月
至
昭
和

二
三
年
八
月
新
大
学
制
実
施
準
備
委
員
会
（
一
）』
他

を
閲
覧
。

・ 

赤
門
調
査
の
た
め
、『
帝
国
大
学
新
聞
』
昭
和
六
、七
年

を
閲
覧
。

・ 

調
査
研
究
の
た
め
、『
井
上
哲
次
郎
日
記
』明
治
二
八
年
、

三
七
年
を
閲
覧
。

・ 

明
治
工
学
、
特
に
工
部
大
学
校
の
研
究
の
た
め
、

『Im
perial College of Engineering

』、『
工
学
寮
学

課
並
諸
規
則
』
を
閲
覧
。

・ 

官
庁
往
復
史
料
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
官
庁
往
復

目
録
』
を
閲
覧
。

・ 

卒
業
論
文
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明

治
四
年
を
閲
覧
。

・ 

外
国
人
教
師
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
の
研
究
の
た
め
、

『
重
要
書
類
彙
集　

自
明
治
一
二
年
至
明
治
二
四
年
』

を
閲
覧
。

・ 

渡
邊
洪
基
の
思
想
研
究
の
た
め
、「
渡
邊
洪
基
史
料
」

を
閲
覧
。

・ 『
文
部
大
臣
准
允
』、『
検
印
録
』
の
調
査
研
究
の
た
め
、

『
文
部
大
臣
准
允
目
録
』、『
検
印
録
目
録
』
を
閲
覧
。

・ 『
加
藤
弘
之
日
記
』
の
調
査
研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之

日
記
』
を
閲
覧
。

・ 

史
料
編
纂
所
の
研
究
の
た
め
、『
重
要
書
類
彙
集　

自

明
治
一
二
年
至
明
治
二
四
年
』
を
閲
覧
。

・ 

映
画
資
料
の
た
め
、『
大
学
新
聞
』（
昭
和
一
九
年
九
月

一
日
付
）
を
閲
覧
。

・ 

東
京
大
学
文
学
部
附
属
古
典
講
習
科
に
関
す
る
調
査
研

究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』、『
文
部
省
准
允
』
明
治

一
六
～
二
一
年
、『
検
印
録
』
明
治
一
八
、二
〇
、二
二

年
を
閲
覧
。

・ 

文
学
部
学
友
会
の
調
査
の
た
め
、『
東
京
帝
国
大
学
文

学
部
学
友
会
会
報
』
他
を
閲
覧
。

・ 

調
査
の
た
め
、「
安
田
講
堂
関
係
資
料
」
一
式
、『
東
京



七
一

帝
国
大
学
懐
徳
館
の
由
来
附
赤
門
と
育
徳
園
原
稿
並
資

料
』
を
閲
覧
。

・ 

戦
前
に
お
け
る
科
学
研
究
費
関
係
資
料
調
査
の
た
め
、

『
昭
和
一
八
年
科
学
研
究
費
関
係
』、『
昭
和
一
九
年
科

学
研
究
費
関
係
』、『
学
術
研
究
会
議
昭
和
一
八
年
』、『
学

術
研
究
会
議
昭
和
一
九
年
』、『
昭
和
七
年
～
一
三
年
科

学
研
究
奨
励
金
関
係
』
を
閲
覧
。

・ 

赤
門
の
調
査
の
た
め
、『
東
京
帝
国
大
学
一
覧
』
明
治

三
五
～
三
六
年
、
明
治
三
六
～
三
七
年
を
閲
覧
。

○
照
会

　

照
会
者
数　

延
一
〇
七
名
（
学
内
三
二
名
、
学
外
七
五

名
）

・ 

総
合
研
究
博
物
館
で
化
石
標
本
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

る
が
、
明
治
三
〇
年
こ
ろ
総
長
名
で
感
謝
状
が
出
さ
れ

て
い
る
か
。

・ 

全
国
大
学
教
授
連
合
の
活
動
等
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
期
の
官
僚
で
あ
っ
た
前
田
正
名
に
つ
い
て
。

・ 

東
京
大
学
の
女
子
入
学
生
に
つ
い
て
。

・ 

薬
学
部
で
保
管
し
て
い
る
大
理
石
の
看
板
に
つ
い
て
。

・ 

旧
航
空
研
究
所
に
つ
い
て
。

・ 

戦
前
・
戦
後
の
東
京
大
学
事
務
職
員
数
に
つ
い
て
。

・ 

大
正
期
の
卒
業
生
に
つ
い
て
。

・ 

医
学
部
附
属
看
護
学
校
に
つ
い
て
。

・ 

安
田
講
堂
の
竣
工
年
月
日
に
つ
い
て
。

・ 

工
部
大
学
校
卒
業
生
の
出
身
地
及
び「
渡
邊
洪
基
史
料
」

に
つ
い
て
。

・ 

明
治
三
一
年
文
科
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
教
官

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
科
目
を
教
え
て
い
た
か
知
り

た
い
。

・ 

帝
国
大
学
と
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。
五
月
祭
は
今

で
も
行
わ
れ
て
い
る
か
。先
日
の
地
震
で
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
像
が
倒
れ
た
と
聞
い
た
が
、
東
大
の
教
師
で

あ
っ
た
か
。

・ 

大
学
史
史
料
室
書
庫
の
面
積
に
つ
い
て
。

・ 
昭
和
三
〇
年
の
学
生
数
、
男
女
別
に
つ
い
て
。

・ 
工
部
大
学
校
関
係
史
料
に
つ
い
て
。

・ 

学
年
の
始
ま
り
が
九
月
始
ま
り
か
ら
四
月
始
ま
り
に

な
っ
た
の
は
い
つ
か
。

・ 

化
学
科
の
関
係
写
真
に
つ
い
て
。

・ 

岡
義
武
氏
の
聞
き
取
り
テ
ー
プ
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
二
〇
年
代
前
半
の
入
試
関
係
史
料
に
つ
い
て
。

・ 

赤
門
の
建
立
に
つ
い
て
。

・ 

学
籍
簿
及
び
成
績
簿
に
つ
い
て
。

・ 

教
育
家
の
北
條
時
敬
は
な
ん
と
読
む
か
。

・ 

昭
和
戦
前
期
の
安
田
講
堂
の
写
真
に
つ
い
て
。

・ 

旧
制
第
一
高
等
学
校
史
料
群
に
つ
い
て
。

・ 「
缶
け
り
」
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
が
、
東
京
大
学
測

定
検
査
部
会
は
存
在
し
た
の
か
。

・ 

昭
和
戦
後
期
の
名
誉
学
位
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
二
〇
年
当
時
、
文
科
大
学
教
員
で
あ
っ
た
南
摩
綱

紀
の
写
真
に
つ
い
て
。

・ 

戦
後
期
の
大
学
新
聞
及
び
入
試
問
題
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
一
八
年
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
日
に
つ
い
て
。

・ 

総
合
図
書
館
前
の
ク
ス
ノ
キ
の
歴
史
や
噴
水
の
歴
史
に

つ
い
て
。

・ 

本
学
に
在
職
し
た
教
員
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
初
期
に
構
想
さ
れ
た
市
川
・
国
府
台
大
学
校
建
設

計
画
に
つ
い
て
。

・ 

三
四
郎
池
が
心
字
池
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

・ 『
東
京
大
学
百
年
史　

資
料
二
』
に
あ
る
「
新
大
学
制

実
施
準
備
委
員
会
」
関
係
史
料
に
つ
い
て
。

・ 

戦
前
期
の
評
議
会
記
録
と
教
授
会
史
料
に
つ
い
て
。

・ 

前
身
学
校
・
開
成
学
校
関
係
史
料
に
つ
い
て
。

・ 

病
院
そ
ば
に
あ
る
「
鉄
門
」
の
材
質
と
新
し
く
建
て
替

え
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
。

・ 

戦
前
期
の
理
学
部
管
轄
の
地
震
学
実
験
所
に
つ
い
て
。

・ 

一
九
四
一
～
一
九
五
二
年
の
東
京
大
学
の
予
算
や
教

官
・
学
生
人
数
な
ど
詳
細
な
情
報
を
調
べ
て
い
る
が『
百



七
二

年
史
資
料
三
』
以
外
に
知
る
手
段
は
な
い
か
。

・ 
恩
賜
の
銀
時
計
の
よ
う
な
制
度
は
現
在
も
あ
る
の
か
。

・ 

大
正
一
二
年
関
東
大
震
災
時
に
貞
明
皇
后
が
行
啓
さ
れ

た
写
真
に
つ
い
て
。

・ 

生
産
研
が
昭
和
六
二
年
に
一
時
的
に
六
本
木
に
拠
点
が

移
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
際
糸
川
先
生
所
属
部
署
も
一

緒
に
移
っ
た
か
ど
う
か
知
り
た
い
。

・ 

曾
祖
父
（
明
治
一
三
年
医
学
部
本
科
卒
業
）
の
年
史
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
必
要
な
情
報
を
教
え
て

ほ
し
い
。

・ 

明
治
六
年
一
月
七
日
の
加
藤
弘
之
の
御
進
書
始
に
つ
い

て
。

・ 

池
田
菊
苗
博
士
の
経
歴
に
つ
い
て
。

・ 

帝
国
大
学
技
師
で
あ
っ
た
山
口
孝
吉
の
生
没
年
月
日
に

つ
い
て
。

・ 

三
浦
市
に
あ
る
三
崎
臨
海
実
験
所
等
の
図
面
に
つ
い

て
。

・ 

昭
和
初
期
の
建
築
学
科
運
営
に
関
す
る
資
料
に
つ
い

て
。

・ 

駒
場
寮
の
図
面
に
つ
い
て
。

・ 

植
民
地
に
あ
っ
た
京
城
帝
国
大
学
に
つ
い
て
。

・ 

一
八
八
〇
年
代
教
育
史
研
究
会
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。

・ 『
東
京
大
学
百
年
史
』
の
部
局
史
（
理
学
部
）
の
関
係

記
録
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
一
五
年
当
時
の
教
官
・
職
員
・
学
生
数
を
知
り
た

い
。

・ 

蕃
書
調
所
な
ど
の
書
類
に
つ
い
て
。

・ 

幕
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
し
た
写
真
師
内
田
九
一
の
業

績
に
つ
い
て
。

・ 

旧
制
第
一
高
等
学
校
等
の
人
事
に
つ
い
て
。

・ 

バ
ン
ザ
イ
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
が
、
明
治

二
二
年
当
時
の
外
山
正
一
の
正
式
な
職
名
を
教
え
て
ほ

し
い
。

・ 

大
学
南
校
や
開
成
学
校
時
代
の
生
徒
写
真
に
つ
い
て
。

・ 
東
京
の
各
種
学
校
史
料
に
つ
い
て
。

・ 
東
京
大
学
の
建
物
の
材
質
に
つ
い
て
。

・ 

芥
川
龍
之
介
（
大
正
二
年
時
点
）、
谷
崎
潤
一
郎
（
明

治
四
三
年
時
点
）
の
在
籍
中
の
大
学
及
び
学
科
の
正
式

名
称
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
一
〇
年
代
の
東
京
大
学
法
学
部
別
課
に
在
学
し
て

い
た
生
徒
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
二
二
年
の
大
学
名
の
変
更
に
つ
い
て
。

・ 

戦
前
期
の
職
員
録
に
つ
い
て
。

・ 

大
学
南
校
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
人
物
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
一
五
年
一
二
月
に
予
備
門
に
在
籍
し
た
人
物
に
つ

い
て
。

・ 

池
田
謙
斎
が
個
別
事
例
の
病
院
人
事
に
関
与
し
た
年
代

に
つ
い
て
。

・ 

駒
場
に
あ
る
風
洞
の
初
期
の
設
計
図
（
青
焼
き
／
デ
ジ

タ
ル
化
済
み
）
に
つ
い
て
。

・ 

内
村
鑑
三
と
関
係
の
深
い
総
長
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
期
の
官
報
に
つ
い
て
。

・ 『
昭
和
二
二
年
三
月
三
一
日
現
在　

国
有
財
産
台
帳
』

に
あ
る
、
地
震
研
究
所
筑
波
支
所
の
建
物
の
竣
工
年
月

日
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・ 

安
田
講
堂
の
図
面
に
つ
い
て
。


